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昭和５１年生まれ 長崎県出身 防大４３期 
 
                   ＜主要部隊歴＞ 
 
幹部候補生学校              【久留米】 
第１施設大隊               【朝 霞】 
第１１７教育大隊             【武 山】 
第１０５施設器材隊            【南恵庭】 
第１２施設群第３３６施設中隊長      【岩見沢】 
幹部学校（CGS）              【目 黒】 
施設学校                 【勝 田】 
陸上幕僚監部防衛部防衛課         【市ヶ谷】 
第１施設大隊長                【朝 霞】 
陸上幕僚監部指揮通信システム・情報部情報課【市ヶ谷】  
中央業務支援隊付（防研）                            【市ヶ谷】 
西部方面総監部装備部                                  【健 軍】 
西部方面総監部施設課長                               【健 軍】 
陸上幕僚監部防衛部施設課建設班長                【市ヶ谷】 
教育訓練研究本部総合企画部総合企画課          【目 黒】 
総合企画室総合企画班 総合企画班長 
現職務                           【岩見沢】 
 
 

第
25
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て 

岩
見
沢
駐
屯
地
司
令 

 

 

こ
の
度
、
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
を
拝
命
し
た
山
下
１
佐
で
す
。 

輝
か
し
い
伝
統
あ
る
精
強
第
12
施
設
群
そ
し
て
岩
見
沢
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
は

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
周
辺
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
よ
り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
国
際
情
勢
は
、
不
確
実
性
・
複
雑
性
を
増
大
さ
せ

て
い
る
と
と
も
に
、
科
学
技
術
の
進
展
は
、
作
戦
様
相
を
複
雑
化
・
高
度
化
さ
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
周
辺
環
境
に
お
い
て
、
我
々
第
12
施
設
群
は
、
各
種
事
態
に
即
動
し
、

必
ず
任
務
を
達
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
を
は
じ
め

と
し
て
隊
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
克
服
し
て
任
務
達
成
ま
で
の
道
の
り
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
私
の
指
揮
・
統
率
の
基
本
方
針
と
し
て
「
み

ち
を
ひ
ら
く
」
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
第
12
施
設
群
の
部
隊
・
隊
員
に
対

し
て
は
、
「
挑
戦
」
、
「
信
頼
」
の
二
点
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
で
あ
る
「
挑

戦
」
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、
初
め
て
遭
遇
す
る
問
題
や
大

き
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
積
極
的
に
行
動
し
、
そ
れ
を
克
服
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
部
隊
・
隊
員
に
は
、
与
え
ら
れ
た
任

務
・
職
務
を
確
実
に
達
成
し
得
る
よ
う
、
執
念
と
行
動
力
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
等

に
「
挑
戦
」
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
で
あ
る
「
信
頼
」
で
す
が
、
施

設
科
部
隊
は
、
戦
闘
支
援
部
隊
で
あ
る
と
と
も
に
災
害
派
遣
及
び
国
際
平
和
協
力
活
動

等
に
お
い
て
は
、
主
力
と
な
っ
て
行
動
す
る
部
隊
で
す
。
被
支
援
部
隊
、
国
民
及
び
派

遣
先
国
住
民
か
ら
「
信
頼
」
を
得
る
た
め
に
は
、
高
い
施
設
技
術
力
を
保
持
す
る
と
と

と
も
に
、
部
隊
・
隊
員
と
し
て
健
全
性
を
保
持
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
部
隊
・
隊
員
に
は
、
任
務
・
職
務
遂
行
に
あ
た
り
、
技
術
の
練
磨
と
創

意
工
夫
に
努
め
る
と
と
も
に
、
服
務
に
あ
た
っ
て
は
、
強
固
な
団
結
、
厳
正
な
規
律
及

び
旺
盛
な
士
気
を
涵
養
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

次
に
岩
見
沢
駐
屯
司
令
と
し
て
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
・
隊
員
に
対
し
、
「
地
域
と
と

も
に
」
、
「
融
和
団
結
」
の
二
点
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

一
つ
目
の
「
地
域
と
と
も
に
」
で
す
が
、
我
々
自
衛
隊
が
任
務

達
成
の
た
め
に
日
々
訓
練
に
ま
い
進
で
き
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
の

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
駐
屯
地
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
一
員
と
し
て
信
頼

さ
れ
、
良
好
な
関
係
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
地
域
と
と
も
に
日
々

歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
つ
目
の
「
融
和
団
結
」

で
す
が
、
岩
見
沢
駐
屯
地
に
は
、
第
12
施
設
群
、
第
１
０
１
施
設

直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援
大
隊
、
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢

派
遣
隊
、
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
、
北
部
情
報

保
全
隊
岩
見
沢
情
報
保
全
派
遣
隊
、
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
、
札

幌
地
方
協
力
本
部
岩
見
沢
地
域
事
務
所
・
札
幌
地
域
援
護
セ
ン

タ
ー
岩
見
沢
分
室
の
部
隊
等
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
各
種
事
態
に

即
動
し
、
必
ず
任
務
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
各
部
隊
が
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
を
発
揮
し
、
駐
屯
地
一
丸
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
一
体
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
第
12
施
設
群
長
及
び
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
と
し
て
、

部
隊
の
先
頭
に
立
ち
、
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
、
自
衛
隊
の
精
強

化
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
荒
関
１
佐
）

は
令
和
５
年
２
月
10
日
（
金
）
か
ら
12

日
（
日
）
ま
で
の
間
、
第
３
９
９
施
設

中
隊
（
中
隊
長
・
髙
橋
１
尉
）
に
対
し

「
第
10
即
応
機
動
連
隊
を
直
接
支
援
す

る
施
設
中
隊
の
行
動
」
に
つ
い
て
訓
練

検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

検
閲
開
始
に
当
た
り
検
閲
官
（
群

長
）
は
「
プ
ロ
と
し
て
、
被
支
援
部
隊

の
要
求
を
第
一
義
に
支
援
し
、
任
務
を

遂
行
せ
よ
。
」
「
中
隊
『
一
丸
』
と
な

り
、
い
か
な
る
困
難
も
克
服
し
、
任
務

達
成
に
邁
進
せ
よ
。
」
「
基
本
基
礎
を

徹
底
し
、
安
全
管
理
に
万
全
を
期

せ
。
」
の
３
点
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

第
３
９
９
施
設
中
隊
は
、
令
和
４
年

度
当
初
か
ら
Ｈ
Ｔ
Ｃ
や
北
演
等
で
第
10

即
応
機
動
連
隊
と
の
協
同
訓
練
を
実
施

し
て
お
り
、
本
検
閲
は
積
み
重
ね
て
き

た
練
成
訓
練
成
果
の
集
大
成
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
中
隊
長
は
隊
員
に
「
生
き

残
る
た
め
に
考
え
、
行
動
す
る
。
」

「
勝
つ
」
を
要
望
し
訓
練
検
閲
に
臨
み

ま
し
た
。 

 

状
況
開
始
以
降
、
先
行
的
な
関
係
部

隊
と
の
綿
密
な
調
整
に
基
づ
き
、
敵
の

防
御
要
領
の
特
性
を
よ
く
分
析
し
、
特

に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
敵
位
置
の
早

期
発
見
に
努
め
、
迅
速
な
火
力
発
揮
に

連
接
さ
せ
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
音
声

シ
ス
テ
ム
を
施
設
斥
候
に
携
行
さ
せ
、

中
隊
長
の
目
と
し
て
運
用
す
る
等
新
た

な
攻
撃
支
援
の
形
を
創
造
し
て
、
第
10

即
応
機
動
連
隊
の
要
求
に
合
致
し
た
施

設
支
援
に
よ
り
任
務
達
成
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。 
 

第
３
９
９
施
設
中
隊
は
、
今
後
も
最

新
の
敵
の
戦
い
方
に
応
じ
た
施
設
支
援

に
つ
い
て
創
造
し
、
第
12
施
設
群
第
一

線
中
隊
と
し
て
練
度
を
重
ね
深
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

隊容検査を受ける第３９９施設中隊 ガスマスクの装面点検 重機関銃の試射 

８４ｍｍ無反動砲の射撃動作点検 集結地の安全化の様子    

田
部
井
３
曹 

塚
脇
３
曹 

山
崎
３
曹 

廣
部
１
曹 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
荒
関
１
佐
）
は
令
和
５
年
２
月

15
日
（
水
）
、
岩
見
沢
市
立
北
村
中
学
校
に
お
い
て
講
話
を

行
い
ま
し
た
。 

 

例
年
、
北
村
中
学
校
で
は
２
年
生
を
対
象
に
道
徳
の
授
業

の
一
環
で
、
「
命
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る
授
業
」
と
し

て
隊
員
が
講
話
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
11
回
目
と
な
り
ま

す
。 

 

本
講
話
の
講
師
を
、
第
12
施
設
群
本
部
管
理
中
隊
長
が
務

め
、
東
日
本
大
震
災
及
び
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
被
災
地

で
の
行
方
不
明
者
捜
索
、
瓦
礫
除
去
、
仮
設
住
宅
建
設
予
定

地
域
の
整
地
等
の
活
動
状
況
、
生
活
支
援
の
状
況
及
び
派
遣

を
通
じ
て
体
験
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま
た
、
被
災
者
と
関
わ

る
中
で
学
ん
だ
事
を
講
話
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
「
今
も
将
来
も
周
り
の
人
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ

い
。
失
っ
て
か
ら
気
付
か
な
い
で
下
さ
い
。
」
と
述
べ
、
講

話
を
締
め
括
り
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
終
始
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
り
、
グ
ル―

プ
討
議
で
は
「
生
徒
達
が
岩
見
沢
地
域
で
起
こ
り
う
る
災

害
」
、
「
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
自
分
た
ち
に
何
が
出
来
る

か
」
、
「
命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を
話
し

合
い
、
各
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
 

 

今
回
の
講
話
を
通
じ
、
被
災
地
で
の
実
体
験
を
伝
え
る
こ

と
で
、
災
害
の
脅
威
を
理
解
し
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
得
て
も
ら
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

講話の様子 

講話をする本部管理中隊長 



 岩見沢駐屯地（司令・荒関１佐）は令和５年１月３０日（月）～２月２６日（金）の間、岩見沢駅東市民
広場公園において実施された「第３３回ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり」会場の大型（全長約７０ｍ・高
さ約１０ｍ）・小型（全長約１０ｍ・高さ約３ｍ）滑り台を制作しました。 
 この祭りは今回で３３回目を迎え、地域住民にとって身近な岩見沢市の冬の祭りとして定着しており、駐
屯地として第３回目から支援を実施しました。 
 今回の大型滑り台はドカ雪まつりを開催して以来、最大級の大きさで、制作期間中は厳しい寒さと戦いな
がら約２０名の隊員が毎日作業し、時には日中の気温が高くなり雪解けの可能性があることから、夜間作業
を実施して、無事に完成させ市へ引き渡しました。 
 ２５日（土）、２６日（日）の２日間、「第３３回ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり」が３年ぶりに開催
され、雪上車体験試乗支援も実施しました。千人を超える方々が試乗し、「なかなか乗る事がないので貴重
な体験をしました。」等のお言葉を頂きました。また、制作した大型滑り台、小型滑り台では子供達から
「もう一回やる！」、「楽しい！」と大人気で会場は終始盛り上がっていました。 
 本支援を通じて地域の活性化に寄与するとともに、地域住民に対して駐屯地への認知・理解の促進を図っ
ていきます。 

第
24
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て 

岩

見

沢

駐

屯

地

司

令 

 

１
等
陸
佐 

荒
関 

大
輔 

 

離
任 

 

令
和
４
年
３
月
10
日
（
金
）
、
岩
見
沢
駐
屯

地
に
お
い
て
第
24
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩

見
沢
駐
屯
地
司
令 

荒
関 

大
輔 

１
等
陸
佐

の
離
任
式
を
第
３
施
設
団
長 

河
口 

弘
幸 

陸
将
補
の
立
ち
会
い
の
も
と
挙
行
し
ま
し
た
。 

 

荒
関
１
佐
は
、
令
和
２
年
３
月
に
着
任
し
、

２
年
に
わ
た
り
透
徹
し
た
使
命
感
と
卓
越
し
た

統
率
力
に
よ
り
職
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。
特
に

第
12
施
設
群
長
と
し
て
統
率
方
針
「
即
動
・
任

務
必
成
」
を
掲
げ
「
プ
ロ
で
あ
れ
」
、
「
一

丸
」
を
要
望
事
項
と
し
て
、
熱
意
と
創
意
を

も
っ
て
隊
務
を
運
営
し
ま
し
た
。
特
に
、
令
和

４
年
度
第
12
施
設
群
訓
練
検
閲
に
お
い
て
被
支

援
部
隊
の
要
求
に
合
致
し
た
各
種
施
設
支
援
を

的
確
な
部
隊
運
用
に
よ
り
確
実
に
任
務
達
成
す

る
と
と
も
に
平
素
か
ら
防
衛
警
備
に
力
を
入
れ

防
衛
現
地
研
修
及
び
関
係
部
隊
と
の
綿
密
な
調

整
に
よ
り
実
効
性
の
向
上
を
図
り
防
衛
計
画
を

具
体
化
し
、
か
つ
07
式
機
動
支
援
橋
導
入
を
予

期
し
要
員
の
育
成
教
育
を
先
行
的
か
つ
計
画
的

に
実
施
す
る
等
第
３
施
設
団
の
任
務
達
成
に
寄

与
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
駐
屯
地
司
令
と
し
て
の
地
元
協
力
団

体
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る
地
域

社
会
の
一
員
と
な
る
べ
く
市
内
で
開
催
さ
れ
る

各
種
部
外
行
事
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
域
に

根
差
し
た
駐
屯
地
と
し
て
信
頼
感
醸
成
に
貢
献

し
ま
し
た
。 

 

荒
関
１
佐
は
駐
屯
地
全
隊
員
に
見
送
ら
れ
、

群
訓
練
幹
部
（
香
田
２
尉
）
の
発
声
に
よ
る
万

歳
三
唱
を
受
け
、
多
く
の
思
い
出
と
と
も
に
新

任
地
へ
向
け
駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。 

大型滑り台製作の様子 夜間作業の様子 開会セレモニーに参加
する駐屯地司令 

当日、滑り台で遊ぶ様子 雪上車体験試乗 

 岩見沢駐屯地（司令・荒関１佐）は令和５年３月２日（木）、岩見沢駐屯地において北海道赤十字血液セ
ンターが実施する献血に協力しました。 
 駐屯地には、今年度３回目の献血車が来隊し、前日から業務隊衛生科が駐屯地の放送設備を活用して駐屯
地隊員に献血の協力を呼びかけたこともあり、当日は多数の隊員が昼休み等の勤務時間外を利用し献血に協
力しました。 
 献血を行った隊員の一人、本部管理中隊・佐々木３曹は「社会貢献の一環として、自分の血液が困ってい
る人のために少しでも役に立てたらと思い、駐屯地に献血車が来る際には必ず献血をしています。微力なが
ら、この先もずっと献血を続けていきたいと思います。」と話していました。 
 駐屯地は、今後も継続的に献血に協力していきます。 

本管中・佐々木３曹 受付する隊員 

団長   荒関１佐 田中曹長    
  荒関１佐 

荒関１佐最後の挨拶 最後に手を振る荒関１佐 



 比較的好天に恵まれた１月４日（水）の夕、市内のホテルサンプラザにて岩見沢市役所、JAいわみざわ及
び商工会議所主催の新年交礼会が行われ、支部は役員とスポンサー（協力者）をもって参加しました。官公
庁や商工業団体、文化団体の代表ら約２５０名の参加者とともに新年の門出を祝いました。 
 岩見沢駐屯地からは、駐屯地司令、業務隊長、第１科長が参加されており、コロナ禍の影響で限られた時
間の中でも新年の挨拶を交わすことができました。 
 また会の始まりと終了のわずかの間に、商工業団体・文化団体の役員の方とは隊友会（支部）活動の状況
について話を交わすことができ、岩見沢市内に住む多くの自衛隊OBは日々精進して地域社会に貢献すべく活
動していることにご理解を頂きました。 

 
 支部は２月１７日（金）の夕、市内の居酒屋にて臨時役員会を開催しました。本役員会は縮小した参集
範囲で行い、各ブロック長以上の意見聴取を主に実施し次年度の会運営の資とするものでした。 
 会議内容は主に、支部魅力化行事及び会勢拡大等のための施策について検討しました。約２時間にわた
る熱心な討議を経て指針となる提言を得ることができました。 
 本内容は更なる検討を加えながら令和５年度事業に反映することとしております。 

 支部は３月４日（土）夕、北村温泉ホテルにて３年振りとなる支部恒例行事「隊友の集い」を開催しま
した。コロナ禍の不安が残る中であっても隊友１８名の参加を得て約４時間にわたり、温泉入浴と懇親会
（宴会）を行うことができました。 
 温泉では、暫くぶりの再会者が多いこともあって入浴中に会話が弾み、上がる時間を忘れてしまう光景
が見られました。 
 後段の２時間の宴会はカラオケ・ビンゴなどの娯楽は省略し、仲間同士の会話と食を楽しむことに重点
を置いて行ったところ、各人の自己紹介・近況報告などで話が尽きずあっという間に時間が経過して盛会
の内に終了することができました。 
 その後２次会では９人が赴き、３密防止に留意しながら１次会で叶わなかったカラオケの腕を存分に発
揮して平素の生活上のストレス解消にもなりました。 

隊 友 会 だ よ り 

岩 見 沢 市 新 年 交 礼 会 へ の 参 加 

臨 時 役 員 会 の 開 催 

隊 友 の 集 い の 開 催 

懇親の様子 「隊友の集い」記念撮影 

「臨時役員会」記念撮影 

スポンサー 
青木 様 

第１科長 

駐屯地司令 業務隊長 

Ｐｕｂ あおき
（スポンサー） 
青木 真澄様 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3300円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広
報紙、部隊の訓練やイベント情報など
を随時更新しています！ 

ぜひ、ご覧ください！ 岩見沢駐屯地 検索 

松 浦  淳 一 

ツイッター インスタグラム ホームページ 

札幌支社 
岩見沢営業部 

  能美 征恵 
〒０６８－０００４ 岩見沢市４条東３－１１ 
Tel.0126-22-4813 
 

第３０２坑中 小野３曹 
長女 珠莉菜（じゅりな） さん 

Ｒ５．１．２２生 

第３９８中 森３曹 
長男 琥太郎（こたろう） くん 

Ｒ５．２．３生 

第３９８中 鈴木３曹 
妻 千尋（ちひろ） さん 

Ｒ５．３．７ 
２直支中 神田士長 
長女 咲茉（えま） さん 

Ｒ５．２．１６生 



定  

年 
 

退  

官 

業務隊 
  ３佐 森谷 誠治 

（２月６日付） 

業務隊 
１尉 岡崎 純也 
（２月２０日付） 

業務隊 
  准尉 宮地 和豊 

（３月１１日付） 

業務隊 
  准尉 稲元 耕一 

（３月２３日付） 

第１２施設群 
第４００施設中隊 
曹長 中村 好文  
（３月１日付） 

永年の勤務お疲れさまでした。 

人   事   往   来 

異 

動 
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２
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上
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日
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以
上
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日
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第１２施設群 
群本部 
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以
上
、
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日
付
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